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要約
i必良 －・fl:純絹i''，岨をf.{J1,えするための観｜主19（（系統として tfa-t倒1犬十l：の強い「Na50Jをn＇成した 。本系統は．
1997年 「とうもろこし股林交籾43り」として山林登録された。
「Na50」は改良民同 JFlCl からの選抜fl~体を 3l1J 1L1拙し．その系統にカリビア／｛！！フリント制在米品柿 「立行
lJを交配したmHIをrt栂母材として育成された。JFlClは．カリビア型フリント舶に屈する 200以上の日本
従来品純の巾から，高i.j',I｛－抵抗性（ごま%ftli病．県,f.'J（病および紋机病）。，rut倒伏性などで選抜された20品種から
fi'I哉された介！北地位集団JFlCOを，さらに！日記特性について選抜と交配を一位仔って何られた改良県Eflで、ある。
1986 {f.に系統行成を開始し＇ 1f ii三．耐病t'I:.I耐倒1犬十I：にl払｜して系統および系統l"Jfl,1{本選械を行い， Ci舶に
よるli1,I定化を｜スlった。途中，1989年秋から 1990年者の冬Jg］川に制鳴採碕によりlit代促進を｜ヌ｜った 1991 {1：.に
,5世代となり．系統需り rNa50Jを付し，各Hi特性検定試験に／Jtした。
料＇frは 「フリントJ，早｜挽性は「fl免生一係｜拠生Jに制する。ごま：』Wi病抵抗，r1：は「1J1J，紋fi1病抵抗性は 「や
や似Jで. mHff~/Jdtは「強」 である。 雌穂の長さは t 平均的で，木さはやや太く．粒jlj数はほぼ 12 ?fl］であ
る。科長は向く， J判l1U1.!！日はやや1:S'iくて秤f長はやや太いe 集長は長くてセミアプライト噌である、花粉の飛散
担肢は「ややl~J であるが， ~~Jill』聞は 「やや不良j であるe
rNa50」を花粉親として．耐倒i犬刊j，ごま集枯病に限れる多似のlj.交配－f'.:1¥li：純品川 「ゆめそだち」（とうも
ろとし山林交46ほ）が）L州出業試験.tJ,lWlJL州i1l細山菜研究センター）でffJえされた。
キーワード：ト ウモロコシ．フリント柿.M倒i犬十七．紺介せ能）J
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緒百
サイレージ問トウモロコシは乾物生産）Jが，：・5く．日エ
ネJレギー Ci給飼料として｜二地平I］川明合産経常を支える上
で械も重12:な必幹飼料作物となっているが守 Jlt.t古の大部
分はアメリカ。ヨーロッハで行成された F，品柑で、あるe
しかし，これらは必ずしも我が国特tiの日漏多出あるい
は恨？？初)VJのほ沿などの気象条件に適応したものではな
いため，I，有’1；てや冷古に｜分な抵抗性があるとは討えな
い そのため，「1給制料の安定1t1l'rfの上から ，Jtl Iノサでは
4国公立機関によってサイレージliトウモロコシ新品極
の育成が行われている。
2001年12Ji 13「l受卜l
トウモロコシは典型的な他鮪性作物で＇ it屈強勢（ヘ
テロシス）が顕：宵なごとから＇ lp.交imによる一代半m屈育
極が世界的に行われている。そのため， F11'＇，締育成では
t、かに優良な「｜舶系統をfi'h止するかがil＇＆なホイントと
なる。:mが凶においては，デン ト碩とフリント艇の交雑
によるヘテロシスftNlをぷ本としている。一般に，デン
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ト樋にはアメリカのコーンベルト01来のl当殖系統が利HI
され，フリント抑には｜二l本在来臨から育成された白術系
統が利用されている。また，北海道における在来植は北
米型フリント碕で，都府県のフリント砲は主にカリピア
：！－~！フリント鴎に崩し司いずれも低温生長性が良い。 米国
のデント随は耐倒伏性に催れているものの我が固での重
要病得に対する抵抗性に計る傾向がある。
草地試験J,l(現帝j屯草地研究所）で育成された「Na50J
は，カリビア明日本（£米随を母材に附いて育成されたI免
～極i!fi'tの「！日立系統で.1師、I倒｛犬性．組合せ能力にi垂れて
いる。本系統は．サイレージJljトウモロコシ品随「ゆめ
そだちJn (1997年．九州出来試験場育成）の花粉親と
しての能力が認められ． 「とうもろこし山林交親43号j
として農林登録された。今後も.f，基良F,r1'1極育成のた
めの~,,i系統としての滑川が則侍されることから，ごこに
その育成経過と特1':を報？？し．広くその利！日に供したい。
育成経過
キn介せ能）Jがdく， fhi1倒1kr七，ごまJ:l!if'冷；，＿lおよび紋枯
病t!:f/i;性をf祖1牒とした。育極l弓，＋：,i-は，改良集トti
]FlClからの選抜個体を 3lr!.I自制し．その系統｛こカリビ
ア型フリント極在来品相 「立石1Jを交配したものであ
る。JFlClは．カリビア型フリント随に属する 200以上
のFl本在米品種の巾から ．病害紙抗tl:（ごま誕布lj病 T 見
聴病および紋帖病）．耐倒i犬性などで選抜された 20品極
から育成された合成基礎集団JFlCOを．さらに前記特性
について選抜と交配を一度行って得られた改良集｜司であ
る。
1986年に系統育成を｜｝仙台し唱毎年．耐病ti:.[(o1倒｛犬
竹に朕l して系統および系統0J lt~I休選佐を行い， n舶によ
る固定化を図った。｝主可I. 1989年秋から 1990年春に川
市掠極により山代促進を図った（表 1）。
系統育成lilll場における選彼方法は，~1t{-t 1系統13
1同体を段柏し．自然発生条件下での谷組由）;j得権病程度．
倒伏i同体制合および l~I 日商交配雌恥！の外観特性に基づい
て．系統および系統内個体選抜を行い.1系統あたり 1
fl同体を選抜して次世代用楠子とした。1991年に S5世代
となり，系統番口「Na50」をN・した。1991年以降，持
組特性検定に供試するとと也に，園内育師機！｝＼Iに配布さ
れた。
表l 「NaSOJの育成経過
，，与 f巳 ’86 ’87 ’88 '89 ・89i日宅 ’90 ’91 ’92 ’94 ’95 
1t rt ぅミ配 So S1 S2 S3 S, Ss Ss 
」t.tJ白系統数 13(1制体） 3 I 1 1 Na50 
選抜糸統数 3 Cl同体） 1 1 1 l 
特性検定 ごま~fl日病抵抗性 。 。
紋Ni絹抵抗'ti: 。 。
耐伊l)f火性 。
軒l令せ能力 。。
一般特性 。 。。
計：）検定世代は．試験年次より l1［＇－さかのぼる ，
ぷ2. 「Na50」に｜則する試験万法
試験名 fl三次 捕初日
a当り 反復数 1区J制1自
成制本数 ｛間体数
一般特性詳細li試験 1991 5 Jl20日 533 2 <15 
1995 5 )=J 1811 533 2 60 
病常収抗1t検定試験 1991 5 /121日 500 2 12 
19,J 5月6日 533 2 13 
1995 5 J二121日 889 2 12 
耐倒伏性検定試験 1992 4 A24『1 417 2 13 
（反発力検定試験）
月7交車／fjによる組合せ 1994 5 ，干11日 667 3 76 
能力検定試験 1995 5 J二18 [I 667 76 
1996 5月8日 667 3 76 
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試験方法
1 . rNa50Jに閣する試験
試験方法は表2に示すとおりである。比較系統にはア
メリカで育成された｜止界的な内殖系統である「Mo17HtJと
rH84Jを供試し． 一部の試験には草地試験場育成のカリ
ビア型フ リント種由来の！当嫡系統 「Na30J3iも供試した。
ごま葉仙病抵Hctl：検定試験は，躍病性系統のBSSSを
2 UI主おきに桜拙し．生育初期に姥禁制1にごま真Hi'i慌病葉
粉末10gを1lのぶに）jflえた懸樹液を接荷iして感染抜；iと
し．発病脂血zをl同資した。耐倒f)く1".I:検定試験では，茎の
反発）J同で耐倒fR1'1；を評価iした。
2. rNa50」を花粉親とする単支配F，品種「ゆめそだ
ち」に関する試験
試験方法は表2に示すとおりである。比較品碩にはI白l
熟知！のパイオニアキ｜；育成のrl,J!反品種「P3358Jを供試し
た。誠一台は，牧草 飼料作物系統適応性検定試験実施要
領9）に従って行われた。
結果
1.粒質および早晩性
粒質はフ リントである。雄,ftJ＼おlJ』1則は3ヵ年平均8月
6日で， Mo17Hlより 9日.fH84Jより 6日． 「Na30Jより
9 [13£かった絹糸抽i'I＇，則は同8η14Elで． 「Mo17HtJ
より 12「l，「H84」より 9日.rNa30」より 14日遅かった
（表3）。「Mo17HU.fH84Jがそれぞれ 「やや｜免生J.「暁
生J であることから 「Na50J は~~晩’｜ミに近い 「｜猟～傾
l晩生Jと判断された。
2.病害抵抗性
1 ）ごま梨枯病抵抗性
「Na50Jは，権病指数が3ヵ年、F均2.0で.rMo17HtJ. 
rNa30Jの1.3，「H84Jの0.8より大きかった（表4）。
「MolηftJ，「H84」のごま襲名lj病抵抗性がそれぞれ
f強J.「i!lt～傾強」であることから 「小Jと判定された。
2）紋帖病抵抗性
「Na50」の椛1i，；指数は2.3で l 「Mol7HtJの2.0.fH84J 
ぷ3.粒世および早Iぬ「l
系Mi:¥, 牧民 "I'-次 雄総i.1山山l 制糸川1/1'.JUI 早l現性（「I.円） (J-1.口）
Na50 フリント 1991 8.10 8.16 ｜！免ー
1994 7.31 8. 7 傾1%'1':
1995 8. 8 8.19 
、F J句 8. 6 8.14 
Mo17Ht デント 1991 7.29 8. 3 ややl挽ノ主
1994 7.24 7.28 
1995 7.31 8. 5 
平均 7.28 8. 2 
H84 デン ト 1991 8. 3 8. 8 l先生
1994 7.27 7.31 
1995 7.31 8. 7 
平均 7.31 8. 5 
Na30 フリント 1991 7.31 8. 2 • l•'l: 
1994 7.23 7.26 
1995 7.31 8. 2 
平均 7.28 7.31 
よ4.病手Htl!病斜度
7' ま す.Jiー 十占 柄。 紋 枯 桶
系統名
」
1991 1994 1995 、I'- 均 紙抗制： 19912> 19943) J抵抗十I:
Na50 2.5 2.5 1.0 2.0 2.3 30.3 やや弱
Mo17Hl 1.2 1.8 1.0 1.3 ’強 2.0 23.6 
H84 1.0 1.5 1.0 0.8 ！踊t-Hi強i 0.8 11.1 必
Na30 1.0 2.0 1.0 1.3 労i 1.5 e下
rt 1) EUiotl and Jenkinsの縦病指数・ 0(1!0 -5 （甚）
2) o -5 J！里－M;-. 3）機病株当主 （%）。
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の0.8より大きかった。また， 1994年のa眼前株率は
30.3%で．「Mo17HtJの23.6%. fH84Jの 11.1%より大
きかった。同年とも「Na50Jの紋枯病の病官挺抗牲は
同系統より大きかった（表4）。「Mo17Ht」と fH84Jの紋
帖病抵抗性はそれぞれ．「g・1J＇ 「強」であることから．
「Na50Jは「やや弱Jと判定された。
3.耐倒伏性
1995 f.は fMol7HtJが49.9%の胴体に倒i犬が発生し
たが．「Na50Jには倒伏が全く発生しなかった。「H84」
の倒伏；則合は10.9%であった。また， 1992年の革の反発
ぷ5. l士l然倒伏と宅の反発）J
自然！日HR 茎の反発力的
系統名 （%） (kg) 
1995 l) 199531 1992 J氏抗性
Na50 。 1.0 2.42 伯：
Mo17Ht 49.9 1.5 1.36 やや悠
H84 10.9 1.0 2.18 強
Na30 87.3 2.5 0.87 
i l:I) j也J・.50cmのi川町の笠をJ出l：と平行に品位しているJi
向へ5cm引くのに・'}liする｝Jo
2）一般特刊，lf仰i,J:験。 3）病・x扱抗性検定，;,I'.験。
力では「Na50Jは「Mo17Ht」の 1.36kgより人ー きく fH84J
の2.18kgとほぼ同じで2.42kgであった（表5）。これらの
ことから唱「Na50Jの耐倒i犬性は 「Mo17HtJの「やや
強」より強く，「H84」の「強」とほぼ同織の「強Jと判
定された。
4.組合せ能力
的a50」を花粉親，「Mi29Jを植子組として九州民訟
でtl成され．農林登録された「ゆめそだちj は， t~，：単品
踊「P3358Jと比較すると県穂病抵抗性は劣るものの，
ごま集枯病．紋枯病は fP3358J並で，乾物収Et.TDN 
収1tは印lらかにi畳れている（表6）。このように，「Na50J
は訓令せ能）Jがiflく.，，長良 F,1日種を？？成しようとする
ときの親系統として利Hiすることができる。
5.一般生育特性および雌穂 ・粒の特性
f-i!長は「H84Jより低いが．「Mo17HtJ並に高く＇ lf 
1lt1U'J.（高は fH84J と岡1~v度．科ー傑は両系統よりやや太
い。集身は長く. •'?ill!はセミアプライト唱である 。 MUM(
長は「H84Jより長く，「Mo17HtJより汗干長い。紋般．
数は「Mo17Ht」より多く， fH84」より少ない。花粉の飛
散科庄は1li系統より良川である（ぷ7）。聴は「Mol7HtJ
ぷ6. 「Na50Jを1:1労組とする「ゆめそだち I）」の特性
判Ii糸川l 干！日iミ 乾物収：，1 TDN21 Jill~犯！；則合倒f.A;; 1;1J{', ごま焼却 紋-ri'絹 !IHm恥i
日lやfi¥, 11三次 l¥c'. :;-t 枯古河
（｝｜ 円） (cm) (kg/a) (kg/a) （%） （%） (0-5) （%） （%） 
1994 7.24 292 193.1 139.7 52.8 。.0 1.0 9.6 10.1 
1995 8.2 254 184.4 132.5 51.0 11.9 1.0 2.6 
ゆめそだち 1996 7.29 276 184.7 132.5 50‘6 0.0 0.7 28.5 17.5 
平均 7.29 274 187.4 134.9 51.5 4.0 0.9 19.1 10.1 
1994 7.22 282 169.3 122.4 52.6 0.0 0.8 7.0 2.2 
1995 7.30 251 147.6 106.l 50.8 26.9 2.2 0.9 
P3358 1996 7.25 272 169.4 122.0 51.5 0.0 0.5 38.6 0.9 
'f iヨゾ 7.26 268 162.1 116.8 51.6 9.0 1.2 15.2 1.3 
HI）「ゆめそだちjは九州出試育成で．組介せは rMi29×NaSOJo
2) TON 月X:i1tは新制｝J式による推定！日1
3) Eliol and Jenkinsの椛病指数： 0(.1慢）～5(,It・) 
ぷ7. 自立＇I-=.宵t.'ifl：ニ（1994)
系統1', 押長 I) .j(；・雌従＼1.":iI) mモI) 集長 ~fill度 !1F.総長 分げつ数支恨発生也Jwf司Iぴ Jit袋(cm) (cm) (cm) (cm) (JO (cm) 
ト1a50 181 86 2.0 86 36 37 。 ヤヤ多 柄小
Mol7HL 190 80 1.5 60 32 。 ヤヤ多 ￥臣小
H84 208 81 1.7 70 38 20 。 ヤヤ短 -t<itJ、
系統1 組！柄fil.tr 枝綬数 m（柄長 イt杉｝飛散 ぷj色 絹糸色 ~si誌のj政 集縁色
Na50 1:，リ 長 ヤヤ良 ＆色 緑色 1!t 
Mo17I-t 上向 ヤヤ少 ヤヤ短 ヤヤ不良 ＆色 緑色
H84 上向 ヤヤ多 1i, 桃色 緑色 41時
il 1) 1994ー 1995イf.• 
l’LJ烏ら・トウモロコシ－（＼＇.J!fr稲線内舶系統「Na50」の育成
ぷ8. 雌穂・粒の特性（1994-1995)
29 
系統名
雌砲1長 ilt椛！径 f.'Jl芯筏
(cm) (cm) (cm) 
a50 14.8 3.9 3.0 
Mol7Ht 17.9 3.6 1.9 
H84 15.1 3.8 2.3 
il 1) 1994 iF 
表9 州t総重及び子笑重（1994)
系統t'1
有効偲放 乾雌lMFD: $Z:子文・il
（本／株） (kg/a) (kg/a) 
Na50 0.4 23.3 11.3 
(1.0) (58.3) (28.3) 
Mo17Ht 1.0 43.1 37.6 
日84 1.0 53.0 40.2 
出：（ ）はのがIJt¥i(放を1.0としたI年の市［l1l.
より短く fH84J扱．聴芯が（Iil系統より太くH191J数はほ
ぼ 12列である（去8）。
6.採種性
チ実収：，1は， ~qj端に少なかった。 有効拙数を株当り l
本と仮定したよH介でも同系統より明らかに少なく.4菜種
世：はやや不良である（ポ9）。
7.固定度
押長， tfJll1t.穂高，持.1壬， ti€長の変異係数は fMo17HLJ.
fH84Jと比較して同科l立か小さく（表10).I占｜定度は尚
いと・i,1定された。
考察
我が同のサイレーヅ J IJ トウモロコシ品開有Ji.比の ）；~本
は，アメリカから導入したデント附起訴の向拙系統と｜｜
本のフ 1）ント組イI:米;fJi,1副If.{の1:1前系統との川のヘテロシ
スを平1／川したF,,11¥N)f？成である。1本には．長年jiに
わたり，地域のf;JJ党条f'I:ーによる自然淘汰と選抜によって
成立した独1主1のフリント駈在来種が数多く存在する。こ
れらのフリント純は，，ir¥1't，師、I病n.イ4良瑚j党耐性など
の的1で｜放うftの材料にはない隠れた特性をイずし。とれをも
とに育成された l~IY!r＇（系統は 一代雑種の親として側めてイT
rnとWt察される。了.＂Uilij}.:J段均では， 200以上のカリビア
現フリント碕に属する I.,J:（£米品楠についてー 1，均等抵抗
性（ごま ~.f:r'i病 . !t¥.J¥'J(J，可及び紋枯病） • ifH倒伏性などを
総イャ？rl'-filiして20I日刊！日を選抜し それらの合成集団をほ
材にじ1~11（系統fl'成が｜ルl始されている。 「Na50J は ． 耐（fl!
fki'l:にとくに注立を払い育成されたため，これまでフリ
ント砲の欠点とされた耐倒伏性は非常に改善されてい
粒タ，，数
12.6 
10.2 
14.3 
系統名
Na50 
Mol7Ht 
H84 
粒j隊
丸
くさび
くさび
積子色
＆色
1立也
権色
有絞重 I)
(g) 
23.5 
29.1 
25.4 
表10.l量｜定度調査（1994)
変異係数（%）
科長 1'.i-tlUt 科f~長 集長 雌穏！
組I，・.＇白 長
4.2 5.0 6.5 4.3 12.0 
3.9 10.0 9.6 5.8 17.8 
4.4 8.2 8.6 7.6 14.7 
粒子1J
数
9.3 
6.0 
8.6 
る。育成された白地系統は，位良 F1品種の早期育成を
目指して 1987年以来実施されている国公立育種機関聞
での脊服素材主i企ひ．に育成白描系統の配布・交換に伴い．
他機関の育頓に供された。その結果，「NaSOJは宮崎県に
ある九州出業試験場において問場育成の Iコ荊系統
「Mi29Jとのli",Jで高い組合せ能力が認められ，そのF1
品極が 「ゆめそだちJ（とうもろこし出林交46号）とし
て命名3安婦された。それに「｜川、 fNa50Jの階秀十｜：も認
められ.1997年命名登録された。カリピア型プリント
極lこ1 1 ;,IE:の 1工1~11［系統としては，やはり草地試験局で育成さ
れた「Na30J（とうもろこし出林交親41号）に次いで2
待日の命名登録となる。 「Na30Jは「ナスホマレJ柑（と
うるろこし農林交38号）の花粉親となっている。
九州出来試験場では他の同公立育種機｜品！と岡織にデン
ト極×フリント柏の＊仕合せによる R品相育成をもH極的
に進めるため， 「ゆめそだち」の組子親である 「Mi29J
はf成の怯WI段｜椅において フリント柏との組合せ能力
の向上を以in点｜｜慨に選抜された九 このことは．フリ
ント組曲米l壬｜拙系統「Na50Jとの組介せにおいて能）J
を発押し.,•,)jい多収性を示す 「ゆめそだちj を育成する
盟国になったものと与えられる。
「Naso」は，ごま葉M病抵抗’1.紋砧病抵抗性はそれ
ぞれ， 「•＝I才」，「やや姻j で，耐病性が l つの弱点、ではあ
るが， 「ゆめそだちJは両病害に対して非常に強い抵抗
性をがしている。これは組介せの相手である 「Mi29J
のそれぞれが 「強J.rややiJ!1t－強Jであることに起｜主｜し
ていると与えられ，「Na50」の耐／i向性に｜刻する号号J誌はk.tl
介せに注立すればあまり人－きな問J凶にならないことを不
している。また， J家主IJ・ltはやや不良であるが，花粉のJIミ
／＼：｛程度Ii良好であるため， 「Na50」のF1親系統としての
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利打jは花粉脱に限定した方がよいと考えられる。
耐倒伏性に関しては 9 「ゆめそだち」は既存Fi品事n111詰
強のランクの強さを示している。これは 「Na50J, 1Mi29」
がそれぞれ 「強Jあるいは ［強一極強」によるものと判
断されるが．最近， ru,t倒i犬性について， 「強」から 「械
強jのデント純とフ 1）ント種rmの組合せにヘテロシスが
発現されるとの報告があり η．本組合せにおいてもそれ
が実証されたような枯架となった。これまでは耐伊ljf犬’n
の強いフリント種山来の白地系統が殆どなかった。この
ような状況で耐倒伏性の追伝械式を検定したi時にはヘテ
ロシスは認められず．耐f自H犬性は劣性のjJ向にあること
が認められていた九 しかし 耐倒伏性の強いフリント
極由来の白殖系統のf成によってヘテロシスが認められ
るということから ＇,Fi'！極的に耐倒i犬性の強いデント砲と
フリント極の組合せを利用することは今後の育舗におい
て重要なことと考えられる。また．茎葉消化性に｜刻して．
在来フリント櫛は導入デント極と比べて相対的に限れて
いるととが認められている 九 このことにより「ゆめそ
だちjがデント掛．由来の白描系統同上を組み合わせた
「P3358J，「P3472Jより革葉消化性が優れてた結果と
なったと椛察される。
以上のように．在来フリント租由来の白殖系統は Fi
写真2 「Na5DJの雌穂
l日極育成において，収rit1’hや［fil-tf:j1J(k性のヘテロシス並び
に今年荒川化性に閲して有利なととから 今後「Na50」
をはじめ．フリント随｜十I＊のl三IYu'!系統を平l)!flした育成品
閣が増加することがm待される。
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Development and Characteristics of New Maize 
Parental Line“Na 50” 
Eihide MONMA, Yasuaki 1NOUE1, Masanori MURAK！‘ Akio KATd¥ 
Keiichi KOINUMA31 and Hisaaki DAIDO 
D巴panmemof Forage Crop Breeding 
n Form巴rlyNational Institute of Livestock and Grassland Scienc巴
おUniversityof Missouri 
、，NationalAgricultural Research Center for Hokkaido Region 
Summa1・y 
A new maize parental line，“Na50’＇. was developed at the National Grassland Research lnstitute(Present:National 
Institute of Livestock and Grassland Science）.“Na50”was registered as“Nourin Kou Oya No.43 of Maize" by the 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries of Japan in 1997. 
“~·aso” was d巴velopedfrom the improved population, JF JC I which was synthesized from 20 vari巴tiesselected 
among more than 200 varieties belonging Lo Caribben flint and improved by a selection and a crossing. The main 
breeding objectives included the resistance to Southern Lear blight (Cochiobolus heterostrophus). Smut （〔！stilago
maydis) and lodging followed by the resistance to Sheath blight (Rhizoctonia solani). Selection and selfing were 
continuously carried out during five gene, ations. 
The silking time of “Na50”is twelve days and nine days later than “Mol7Ht”and“H84”， respectively and 
“Na50”is classified into a late -very late group in Honshu. Japan. Th巴resistanceto southern leaf blight ismedium 
and that to sheath blight is ra出erweak. The lodging r巴sistanceof “NaSO”is stronger than that of“Mol7Ht”and 
almost similar to that of“H84”．“Na50”has a nearly equal stalk length to“Mol7Ht”and semi-upright leaves. and th巴
ear height is as high as“H84”. The st巴mis a litle thicker than both inbr巴dlin巴s.“Na50”hasa long巴Ileaf set on the 
node of first ear than both inbred lines. The ear is m巴diumin length and diam巴ter,and has almost 12 rows. The 
polen shedding is rather well, buL the seed yield is poor. “Na50”shows high combining ability with inbred lines 
derived from an Ameiican dent group. A new single cross hybrid cultivar，“Yumesodachiぺwasdeveloped at the 
Kyushu National Agricultural Experiment Station (Present: National Agricultural Research Center for Kyushu 
Okinawa Region）、 using“Na50”asthe pollen parent. 
Key words: Maize、Inbredline. Flint, Lodging resistance, Combining ability 
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